
③コンサルティングを通じた非金利業務利益増強
• 資本効率に優れた収益基盤の拡大

 お客さまの課題解決に資するコンサルティングの対価（非金利業務利益）は、リスクアセットの増加を伴わずに収益を
拡大できるため、RORA向上を牽引する重要施策として強力に推進しています。

• 法人・個人向けコンサルティングの強化
 法人向けには「つなぐプロセス」を起点に顧客ニーズを深掘りし、高付加価値なソリューションを提供。個人向けには
銀証連携の強みを最大限に生かし、生涯にわたる資産形成から円滑な資産承継までを手厚くサポートしています。

企業価値向上のためのRORA経営

当行グループは、企業価値向上の重要な指標であるPBR（株価純資産倍率）の持続的な改善に向け、他の地方銀行に先駆
けてRORA（リスクアセット利益率）を軸とした経営を推進してきました。

PBR向上にはROE（自己資本利益率）とPER（株価収益率）の改善が必要ですが、外的な市場環境に左右されやすいPERは
コントロールが困難です。そのため当行グループではROE向上に重点を置き、現場の行員に至るまで組織全体で資本効率を意
識する実践的指標としてRORAを導入し、貸出などの採算評価に組み込んできました。

RORAはリスクに見合った収益性を可視化できるため、個別の取引レベルから収益性の改善を促し、グループ全体の資本効
率を確実に底上げしています。このRORA経営の徹底により、2026年3月期にはPBR1倍超を達成しました。今後もRORA管理
の高度化を通じて資本効率をさらに磨き上げ、持続的な企業価値向上を追求していきます。

事業分野毎にRORA向上策を講じることで、銀行全体のRORA向上を目指しています。
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①高RORA資産の積み上げ
  大企業・ニューヨーク支店・SF・XB  

• 良質な案件の選別によるRORA向上
RORAが高い良質な案件を厳選して取り組むことで、収益性の向上を目指します。

• 「金利のある世界」への対応と採算評価の高度化（採算管理の強化）
 金利環境の変化を受け、調達コストが低い預金の有効活用が重要となっています。当行ではRORAに加え利回り（ROA）
の水準も強く意識し、低スプレッド案件を抑制する新たな選別ルールを設けるなど、環境変化に即した採算評価体制
の構築を進めています。

  住宅ローン・無担保ローン  

住宅・無担保ローンのクロスセルを推進し、顧客のライフタイムバリューの最大化とRORA向上を目指します。

②良質な資産の積み上げや取引先採算の改善
  中堅・中小企業、賃貸不動産向け貸出  

• 「標準利益率」の活用と付帯取引拡大によるRORA改善
 地域金融機関として中堅・中小企業との関係を深耕し、独自指標「標準利益率※」を「共通のものさし」として営業店・本部
で共有。良質な資産の積み上げと手数料などの付帯取引拡大により、RORAおよび取引先採算の向上を推進しています。

• 営業現場への浸透と採算の底上げ
 営業店・本部間で金利水準や採算改善策を協議し、標準利益率に基づく営業活動を定着化。取り組みの積み重ねにより、
RORAの着実な底上げを実現しています。

確保すべき基準が明確になり、主体的なプライシングが可能に

金利にとどまらない、総合取引への視野の広がり

認識の不一致がなくなり、営業店との協議がスムーズに

営業店行員

審査部行員

現場の声 標準利益率の導入による変化

事業分野別のRORA・ROAの実績（2026年3月期）

中期経営計画に掲げたROE10%以上、RORA1.2%
以上の目標を中計1年目で達成
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 ※点線は前年、バブルの大きさは与信平残

※標準利益率　事業性融資先で目指す採算目標のことで、中計で目指すRORA（中計目標1.2%以上）に基づき、信用格付別に設定しています。
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組織全体で取り組める指標

経営がコントロール

IR活動などを通じて改善

＊RORA（Return On Risk-weighted Asset）
　 リスクアセット対比の収益率。取っているリスクに対してどれくらいの収益を
上げているかを示す指標

 企業価値向上に向けて

 RORA向上に向けた取り組み
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事前に、リスクに見合った適正な金利を確認する習慣が定着し、採算を意識した提案ができる
ようになりました。従来のような他行の動向に応じる姿勢から、当行としての確保水準が明確に
なったことで、主体的なプライシング判断ができるようになりました。

採算の可視化により、金利交渉だけでなく手数料や預金の深耕も含めた「総合的な収益改善」を
意識して動けるようになりました。

「共通のものさし」が整備されたことで、営業店と審査部との間で金利水準に関する認識が揃い、
プライシングの協議が非常にスムーズに行われるようになりました。
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